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（追加） 「FY26/7 Q3 第３四半期決算説明資料」の追加に関するお知らせ 

 

2026 年 6 月 12 日に開示いたしました「FY26/7 Q3 第３四半期決算説明資料」に追加がありますので、お知らせい

たします。 

 

追加内容： 次ページ以降の「FY26/7 Q3 第３四半期決算説明資料（追加分）」を追加します。 

 

以 上 



FY26/7 Q3

第3四半期 決算説明資料（追加分）
INTLOOP株式会社

2026年6月1５日

証券コード：9556 東証グロース
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（再掲） FY２７/7通期業績予想

増強した人的資本の活用に加えて、AIセントリックな運営体制への移行等により、

FY27/7も売上高成長率は20%超を見込む。投資は予算内に留め、収益性も堅持。

中長期の成長カーブの見立てに変更はなく、引き続き中計目標値の達成を目指す

(百万円) FY26/７通期
業績予想
(連結)

FY27/７通期
業績予想(連結)

予想値 増減率

売上高 40,000 48,000～50,500 20.0%～26.3%

売上総利益 12,500 15,200～16,300 21.6%～30.4%

売上総利益率 31.3% 31.7%～32.3% ー

営業利益 1,400 3,500～4,600 150.0%～228.6%

営業利益率 3.5% 7.3%～9.1% ー

経常利益 1,400 3,500～4,600 150.0%～228.6%

親会社株主に
帰属する当期純利益

650 2,300～3,000 253.8%～361.5%

① 売上高・売上総利益

•足元の需要は引き続き旺盛

•営業パイプラインの増嵩、新規採用したデリバ

リー社員の稼働拡大により、売上高成長率は

20%超を見込む

•継続的な単価引き上げにより、売上総利益率は

更に向上

② 採用費・人件費

•増強した人材の稼働拡大に注力

•一定の人材投資は行うものの費用は予算内に

留め、収益性回復を重視

③ 新規事業投資

• INTLOOP Pocket等のAI関連の新規事業へ

の投資も計画するが、営業利益率7.3%は堅持
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（追加） FY27/7通期業績予想の達成イメージ

足元の収益水準の維持のみでもFY27/7通期の営業利益 32億円は達成可能。

加えて、新規採用人材の売上貢献等により、 営業利益 35～４６億円の着地を見込む
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営業利益率営業利益

業績予想レンジ
足元収益水準
の通期換算

稼働拡大による
売上総利益増*

その他効果

• 採用後のタイムラグの発生などによる未稼働
• 既に固定人件費は発生しているため限界利益率は高い
• 社員稼働に伴うフリーランス稼働人数の増加による増

収は未考慮

通期換算

（単位：億円）

1 2 3

現時点での
正常収益

採用費・人件費22億円
など一定の投資は考慮

未実現の収益

未稼働人員数×人月単価
×通常稼働率×限界利益率×12ヶ月
にて試算

• 単価向上
• 採用費の減少
• AI活用による
業務効率化等
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